
全自交 東京地連 第３回中央委員会

日交労赤羽支部との合同宣伝行動（東京駅） 2014年7月17日（木）AM8：30～
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東
京
駅
で
利
用
者
・
乗
務
員
へ
宣
伝
行
動

『賃
金
・労
働
条
件
の
改
善
と
安
全
・安
心
・快
適
な
輸
送
の
実
現
を
訴
え
る
』

東
洋
交
通
労
働
組
合
と
日
交
労
働
組
合
赤
羽
支
部
は
、
霞
ヶ
関
に
お
い
て
毎
月
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
の
宣

伝
行
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

７
月
１
７
日
に
は
、
東
京
駅
で
大
規
模
に
宣
伝
行
動
を
行
う
事
を
決
定
し
、
当
日
は
両
組
織
の
１
８
名
の

役
員
・
組
合
員
が
参
加
し
て
、
丸
の
内
と
八
重
洲
の
利
用
者
・
通
行
人
・乗
務
員
へ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
と
、

利
用
者
へ
の
誘
導
・ド
ア
サ
ー
ビ
ス
と
、
乗
り
場
・
待
機
場
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

両
組
織
は
８
時
半
に
丸
の
内
で
意
思
統
一
を
行
い
、
東
洋
交
通
労
働
組
合
の
菊
池
執
行
委
員
長
が
「昨

日
の
全
自
交
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
第
９
１
回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
全
自
交
労
連
へ
の
加
盟
が
正
式

に
承
認
さ
れ
、
同
じ
産
別
組
織
と
し
て
行
動
で
き
ま
す
。
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
で
地
方
の
厳
し
い
話
し
を
伺
い
、

政
治
の
中
心
で
あ
る
東
京
に
お
い
て
利
用
者
・通
行
人
と
乗
務
員
に
賃
金
・労
働
条
件
の
改
善
を
訴
え
て

行
く
こ
と
が
、
東
京
地
連
に
所
属
す
る
組
織
の
役
割
で
す
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
内
容
を
読
ん
で
、
質
問
に
も
答

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
心
を
込
め
て
配
布
を
御
願
い
し
ま
す
。
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

配
布
行
動
に
対
し
て
、
利
用
者
・通
行
人
の
方
達
か
ら
も
感
謝
の
言
葉
や
、
「安
全
で
・良
い
サ
ー
ビ
ス
は

必
要
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
ひ
ど
い
状
況
に
日
本
の
タ
ク
シ
ー
は
し
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」

と
激
励
を
頂
き
ま
し
た
。

８
時
３
５
分
か
ら
９
時
５
０
分
ま
で
行
動
を
行
い
、
丸
の
内
で
２
０
０
０
個
、
八
重
洲
で
１
６
０
０
個
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
行
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

全員（日交労

赤羽・東洋交

通）で目的を

しっかり確認し

てから行動して

います。

『タクシープールでの清掃活動』や『ドアサービス』『ラゲッジサービス』を行い、

利用者へタクシーの『良さ』を訴えかけています。

２
０
１
４
年
７
月
８
日
（
火
）
１
５
時
よ
り
全
自
交
東

京
地
連

第
３
回
中
央
委
員
会
は
千
駄
ヶ
谷
の
全
自
交

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
、
中
央
委
員
会
の
主
は
「日
本
交
通
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
『三
和
交
通
労
働
組
合
』
（３
０
名
）が
全
自
交
東
京

地
連
に
加
盟
す
る
こ
と
に
よ
る
承
認
決
議
」で
し
た
。

満
場
一
致
に
よ
り
、
三
和
交
通
労
働
組
合
は
全
自
交

東
京
地
連
に
正
式
加
盟
し
ま
し
た
。

「団結ガンバロー」

正式加盟した三和交通労働組合に

組合旗の贈呈（上）

三和交通労働組合

柳井龍雄執行委員長（右）

挨拶する大和田正樹

全自交東京地連委員長

『三和交通』が全自交東京地連に正式加盟

全自交東京地連の加盟単組が５単組に！

全自交 東京地連 「２０１４ 学習会」

２
０
１
４
年
６
月
１
６
日
（
月
）
１
４
時
よ
り
全
自
交
東
京

地
連

「２
０
１
４
学
習
会
」が
千
駄
ヶ
谷
の
全
自
交
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
全
自
交
東
京
地
連
の
執
行
役
員
や
各
単

組
の
役
員
６
０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
、
課
題
は
「
労
働
組
合
の
存
在
意
義
と
役
割
」で
講
師

に
は
、
東
京
共
同
法
律
事
務
所
の
宮
里
邦
雄
弁
護
士
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

【講
義
内
容
】
※
抜
粋

●
「何
故
、
労
働
者
は
団
結
を
必
要
と
す
る
か
」

現
在
、
労
働
組
合
の
組
織
率
は
１
７
％
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
タ
ク
シ
ー
産
業
の
労
働
組
合
組
織
率
は
４

０
％
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
産
業
の
組
織
率
は
全

体
と
比
べ
て
何
故
、
高
く
な
っ
て
い
る
か
。
タ
ク
シ
ー
産
業

労
働
者
の
労
働
条
件
が
良
く
無
い
の
で
、
労
使
対
等
を
実

現
す
る
為
の
仕
組
み
と
し
て
「
団
結
」
（組
合
組
織
権
）が
必

要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
「労
働
者
保
護
の
為
の
労
働
法
の
仕
組
み
」

雇
用
、
賃
金
、
労
働
条
件
に
関
わ
る
労
働
者
保
護
の
為
に

労
働
法
規
制
（
労
働
基
準
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
最
低
賃

金
法
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
労
働
契
約
法
な
ど
）が
あ

り
ま
す
。
団
結
（
労
働
組
合
）
が
無
け
れ
ば
労
働
法
規
制
が

ま
も
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
「労
働
組
合
は
、
労
働
条
件
の
決
定
に
ど
の
様
に
関
わ
る

か
」労

働
条
件
決
定
に
は
労
働
協
約
優
位
原
則
が
存
在
し
ま

す
。
各
個
人
が
結
ん
だ
労
働
契
約
よ
り
、
就
業
規
則
よ
り
、

組
合
と
会
社
が
結
ん
だ
労
働
協
約
が
最
優
先
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
に
労
働
組
合
の
存
在
意
義
が
あ
り
ま
す
。

[

労
働
契
約]

→[

就
業
規
則]

→[

労
働
協
約]

挨
拶
す
る
大
和
田
正
樹

全
自
交
東
京
地
連
委
員
長
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）

講
師

宮
里
邦
雄

弁
護
士
（左
）


